
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日本のうたごえ祭典の特別企画のひとつである「全国・兵庫県和太鼓と民舞のまつりにの第１回実

行委員会が２０２４年５月１９日（日）に神戸音楽センター会館で開催されました。以下はその概要です。 

 

出席者： 西本・河野(以上東播)、田中・真木・家中・阪口・朝倉（以上市セ）、飯田（奈良蟻の会）、秋月

（宝塚輝）、中原（さ輪らび）、能見（民舞）、笠松（お母さん・輪っしょい）、山岡（風の鼓）、福永

（あかし太鼓） 

1.開催概要 

日時：２０２５年１１月２２日（土） 開場１６時３０分、開演１７時、 終演２０時、 

場所：神戸新聞松方ホール 

    ※会場についてはその後、和太鼓合同による太鼓の台数が最大 40～50台の企画も出され、松 

方ホールのステージでは厳しく、文化大ホールという案も検討されています。 

名称：２０２５全国・兵庫県和太鼓と民舞のまつり  

      サブタイトル（案）「いのち輝け、未来へ」 （次回実行委員会で検討） 

チケット代（案）： 一般３，０００円、 小・中・高・障がい者１，５００円 

２.実行委員会体制案 

実行委員長   浅野昭利(（財）浅野太鼓文化研究所理事長) 

副実行委員長 西本好道（全国協郷土部会部長・東播センター合唱団団長・兵庫のうたごえ協議会会長） 
企画委員長   田中嘉治（全国協郷土部会副責任者・神戸市役所センター合唱団団長・日本のうたごえ全国協議会会長） 

企画副委員長  鈴木勝雄（全国協郷土部員・調布狛江合唱団団長） 

組織委員長   家中一郎（太鼓衆団輪田鼓） 

組織副委員長  西宮さくらんぼ、東播セ、西播セ、阪神セ、奈良蟻、輝 

事務局長    真木多香美（太鼓衆団輪田鼓座長） 

事務局次長   阪口公美子（こうべ輪太鼓センター事務局長・同センター専任講師） 

同         朝倉久美子（全国協青年学生部会副部長） 

同                （神戸青年） 

財政委員長   樫原みな子（太鼓衆団輪田鼓） 

財政副委員長 

３.開催コンセプト（案） 

★うたごえ運動は、「うたごえは平和の力」「うたごえは生きる力」等を合言葉に２０２５年で７７年。うた 

ごえ運動の創造・演奏普及の柱の一つ「郷土のうたと踊り」の活動は、東西郷土講習会を開催する等 
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活動が展開されている。全国・兵庫、各団体の日常活動の成果を発表交流し、互いに学び合う。  

★世界各地で戦争があり、日本も大軍拡で「戦争する国づくり」が進み、物価高騰等で苦しむ暗い世 

の中を、「郷土のうたと踊り」で希望が持てる心の花を咲かせてゆく。 

★和太鼓と民舞を愛する仲間、多くの方々と共につくり上げ、若い世代へ繋がる祭りを目指す。 

 

4.企画のポイント 

 ・ゲスト 塩原良さん他 

 ・全国郷土合同曲 「日本満開だんじり囃子」 

   企画概要作成：田中、  全国郷土出演アンケート作成：西本 

 

5全国・兵庫和太鼓と民舞のまつり予算案 

今後、会場の決定、企画の状況等を勘案して作成 

 

【2025全国・兵庫県和太鼓と民舞のまつり企画案】 

１９８５年に第１回全国和太鼓と民舞のまつりが京都で開かれてから、２０２５年は４０周年の節目を迎え 

ます。全国の祭典にふさわしく地元・兵庫と全国の勇姿が織りなす中身を創り上げていくための企画

のたたき台を提案します。（阪口案） 

Ⅰ． 「日本満開だんじり囃子」の大普及 

日本のうたごえ祭典ｉｎ神戸・ひょうごの全国郷土合同曲として創作された本曲を２５年東西の郷土

講習会での専科とするとともに、２４年９月開催の兵庫のうたごえ祭典でもその部分演奏を大勢の

参加で成功させる 

   ★日本満開だんじり囃子の盛り上がる前にハッピの肩を脱いで桜満開のＴシャツを見せて演奏 

    ※デザインを塩原さんに依頼 

Ⅱ． 過去の日うた祭典での全国郷土合同曲の参加と組織 

２０１０年以降の曲をセレクトし、参加を促す。※三浦さんや浅野町子さんとか今年の佐賀の方や 

来てくださったら素晴らしい。 

かもたん音頭（９０年神戸祭典で普及。故中村茂隆さん作曲）、会場の皆さんと踊るコーナー 

Ⅲ． 兵庫五国（但馬・丹波・播磨・摂津・淡路）それぞれの伝統芸能など取り入れては？ 

プロの方々は費用がかかりすぎると思うので地元の団体、例えば淡路人形浄瑠璃、地元の中、高

校生とかの出演や、津軽三味線 中村卓也（姫路網干出身・現在東京在住） 

    

【今後の郷土関係予定】 

・西日本郷土講習会◆２０２４年６月８日（土）、９日（日）（日本のうたごえ祭典ｉｎ佐賀に向けて「肥前鼓響」） 

・兵庫郷土合同講習会「日本満開だんじり囃子」短縮版（約４分）兵うた祭典で演奏 

１回目◆２０２４年５月２６日（日）１５：３０〜１８：００/受講料３，５００円、終了後交流 

２回目◆同    ７月１４日(日)１５：３０〜１８：００/受講料３，５００円、終了後交流 

・第 2回実行委員会◆２０２４年 8月 1２日（祝・月）１3：0０〜１4：3０ 

・全国青年のうたごえ祭典・兵庫のうたごえ祭典◆２０２４年９月１５日（日）で短縮版を演奏 

・東日本郷土講習会◆２０２５年４月１９日（土）、２０日（日） 

・西日本郷土講習会◆２０２５年４月２６日（土）、２７日（日） 

日本のうたごえ祭典ｉｎ神戸・ひょうごに向けて、東西郷土講習会（全曲演奏（７〜８分） 

 

 


